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福祉わくや

①名簿を作成して、参加者を把握。
②手指や皆が触る場所を消毒。
③体温計を準備して、まずは体温測定。
④各自マスクをして参加。
　手作りマスクのお披露目会に！
⑤対面になるときはいつもより少し距離を取る。
⑥楽しみの昼食は、手作りから市販のお弁当へ。
⑦食事中のおしゃべりはちょっぴり我慢！
⑧エアコンを使用していてもこまめに換気。

　気になることや不安なこと、また良いアイデ
ィアがありましたら、お気軽に社協までご連絡
ください。

前向きにコロナと付き合うコツ

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、多くの集いの場が数ヶ月に渡って休止して
いましたが、参加者の方々からの「そろそろやってほしい」「楽しみにしてるよ」の声に応え、活動
を再開し始めました。今回は、地域の集いの場で実践している感染対策の工夫をご紹介します。

涌谷町地域福祉活動計画「3つの活動方針」

学びあおう：福祉学習・人材育成等
支えあおう：�住民同士の支えあい・相談支援等
通じあおう：�交流連携・情報共有等

5の2
区

八雲区

おらほの集いの場再開！～withコロナの取り組み～



PICK UP 社協事業

　

涌
谷
町
内
の
福
祉

事
業
所
が
連
携
し
、

地
域
住
民
同
士
が
主

体
的
に
地
域
生
活
課

題
を
把
握
し
解
決
に

向
け
た
試
み
を
進
め

る
た
め
の
環
境
整
備

や
、
相
談
体
制
を
整

え
る
こ
と
を
目
的

に
、
町
内
19
の
団
体

に
参
画
い
た
だ
き
、「
涌
谷
町
福
祉
事
業
所
連
携
推

進
会
議
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

第
１
回
の
議
題
は
、
昨
年
10
月
に
涌
谷
町
に
も

被
害
を
も
た
ら
し
た
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
経

験
か
ら
各
種
機
関
と
地
域
住
民
の
連
携
が
急
務
と

し
、
災
害
時
の
支
援
体
制
構
築
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。
防
災
マ
ッ
プ
に
基
づ
い
た
災
害
時
の
動

き
方（
涌
谷
町
総
務
課
防
災
交
通
班
）、
支
援
を
必

要
と
す
る
方
へ
の
避
難
支
援（
涌
谷
町
福
祉
課
包
括

支
援
班
）、
地
域
住
民
に
よ
る
避
難
支
援
の
取
り
組

み（
涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会
）に
つ
い
て
各
担
当

か
ら
説
明
を
行
い
、
情
報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

　

各
地
域
で
は
、「
お
ら
ほ
の
支
え
あ
い
マ
ッ
プ〝
わ

く
や
〟」の
作
成
を
通
し
て
、
福
祉
専
門
職
等
と
の

連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て
認
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
今
後
は
地
域
と
の
情
報
共
有
や
連
携
に

よ
る
災
害
時
の
支
援
体
制
構
築
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、「
避
難
支
援
チ
ー
ム（
仮
称
）の
結
成（
設

置
・
運
営
）」を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
生
活
課
題
の
早
期
把
握
を
目
指
し
、
地
域

住
民
に
よ
る
生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、「
お
ら
ほ
の
支
え
あ
い
マ
ッ
プ〝
わ
く
や
〟」

を
昨
年
度
作
成
し
ま
し
た
。

　

８
月
か
ら
は
、
地
域
の
関
係
者（
自
治
会
長
、
行

政
区
長
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
自
主
防
災
組
織

代
表
、
地
域
福
祉
会
長
）の
協
力
と
、
涌
谷
町
及
び

社
協
の
連
携
に
よ
り
、
昨
年
度
の
マ
ッ
プ
の
更
新

作
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
新
た
に
、
平
時
及
び
災
害
時
に

福
祉
専
門
職
・
事
業
所
と
の
連
携
を
目
指
し
た
試

み
の
一
環
と
し
て
、
個
別
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
を

始
め
て
い
ま
す
。

平時の相談の受け止めから災害時の支援体制を目指して

昨
年
度
よ
り
厚
生
労
働
省
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
涌
谷
町
が
取
り
組
む「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
包
括
的
支
援
体
制
構
築
事
業（
地
域
力

強
化
推
進
事
業
：
地
域
の
様
々
な
相
談
の
受
け
止
め
・
地
域
づ
く
り
）」に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
涌
谷
町
福
祉
事
業
所
連
携
推
進
会
議
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た

「
お
ら
ほ
の
支
え
あ
い
マ
ッ
プ〝
わ
く
や
〟」

の
更
新
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
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　高齢者や障がいをお持ちの方、妊娠中の方など、ちょっとした手助けが必要な方々が日常生活で困りご
とを抱えた際に活用することができる様々なサービスをご紹介します。

　涌谷町には10名の生活支援コーディネーターがいますが、
皆それぞれの業務もあり、全員が地域に出ることは難しいのが
現状です。そこで、生活支援コーディネーター同士の情報共有
とざっくばらんな意見交換の場として、2ヶ月に1回の「生活支
援コーディネーター情報共有会議」をスタートしました。会議
の中で「わたしの担当利用者さんのお家に移動販売が来てる
よ」「こんな情報があるとケアマネとして助かるな」など、様々
な意見が出され、日頃の情報共有にもつながっています。

　現在、おらほの支えあい企業の情報を集めるため、町内外の事業所へ訪問調査を実施しています。
「うちもこんなことやってるよ！」「そういえばあそこのお店で、こんなサービスやってたな」など、情
報をお持ちの方はぜひ教えてください！

地域資源調査実施中！

問い合わせ先　☎43−6661（担当：地域支援係　高橋）

活動の例

うちの美容室では、来店が難
しい方に対して、ご自宅まで
出張サービスをしています。

うちで購入してもらった商
品は、希望があれば家まで
お届けします。

支えあい企業

住　　所　涌谷町字川原町下27
電話番号　0229-42-3347
代  表  者　服部 宗之さん
実施内容
・出張サービス
・送迎サービス（ご自宅から店舗まで）
対  象  者　自力で来店することが困難な方

まずはお気軽にご相談ください！

ヘアサロンはっとり

出張や送迎にか
かる費用は無料
です！

生活支援コーディネ
ーター

情報共有会議やって
ます！
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〜わたしたちは、あなた「ゆう：You（利用者：家族：地域住民）」と伴に、
　あなたの生活「らいふ：Life（人生：生命：生涯）」を大切にします〜

通 信

　8月7日、特別養護老人ホーム・グループホーム入居者の皆様に、夏ならではの雰囲気を楽しんでもら
うため、感染対策に気を配りながら夏祭りを実施しました。

今野香湧さんによる

　　　民謡・演歌ショ
ー！

はずれなし、大抽選会
！

屋外でのびのびとレクリエーションゲーム！

キレイに咲く花火で締めくくりました！

ゆうらいふ夏祭り2020開催！

手作り入浴剤で
リラックスタイム

安心安全な利用を
目指して工夫中

～ゆうらいふ訪問入浴サービス～ ～ゆうらいふデイサービス～

　利用者の方に入浴を楽しんでいただくた
め、様々な工夫をしています。入浴剤の手
作りもその一つ！効能も考慮しつつ、季節
の植物などを活用しています。

○アクリル板の飾りつけ
　飛沫防止のため、各テーブルにアクリル
板を設置しています。殺風景にならないよ
う、飾りつけをして視覚的に楽しんでいた
だく工夫をしています。

○送迎車の消毒
　コロナ禍でも安心安全に利用していただ
くために、送迎後
にはしっかり消毒
しています。

真心こめて

入浴剤手作
り中

専用車輌でお伺いします

いい湯だな
〜
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共同募金からのお知らせ
赤い羽根お福分け事業を実施しました！

　赤い羽根共同募金の助成金をもとに、新型コロナウイルス感染拡大の影響で
生活が苦しい世帯等に対して「赤い羽根お福分け事業」を実施し、食料品を無料
で配付いたしました。
　涌谷町社協では、その日の食べ物を必要としている方へ食品等をお分けする
「フードバンク事業」も実施しています。お気軽にご相談ください。

※�「赤い羽根�新型コロナ感染下の福祉活動応援全国キャンペーン」フードバンク活動等応援
助成を受け、事業を実施しました。

問い合わせ先　☎43−6661（担当：地域支援係）

令和2年7月豪雨災害義援金を募集します
　この度の豪雨により、各地で甚大な被害が発生しました。涌谷町共同募金委員会では、被災者支援の
一助のため、義援金の募集受付を行います。
　なお、下記内容は中央共同募金会の募集となります。受け付けた義援金は中央共同募金会へ送られ、
被災状況に応じた按分率に基づき、被災者へ配分されます。

※特定の被災県へ義援金を送りたい方は、当該県共同募金会のホームページをご確認ください。

（岐阜県共同募金会、島根県共同募金会、福岡県共同募金会、佐賀県共同募金会、熊本県共同募金会、大分県共
同募金会、鹿児島県共同募金会、長野県共同募金会、山形県共同募金会）

問い合わせ先　☎43−6661（担当：総務企画課）

▽口座振込での募金
　ゆうちょ銀行　00140-4-325150
　中央共同募金会�令和2年7月�豪雨災害義援金
　※同行窓口から払込書による送金は手数料無料。

▽現金での募金
　涌谷町共同募金委員会（事務局：涌谷町社協内）にて
受付いたします。

問い合わせ先　☎43−6661（担当：総務企画課）

令和2年度赤い羽根共同募金運動へのご協力について
　町民の皆様には、共同募金運動に対しご理解とご協力を頂き、ありがとうございます。
　今年度も10月1日から「じぶんの町を良くするしくみ」として、赤い羽根共同募金運動が全国的に実施され
ます。
　涌谷町共同募金委員会においても、皆様の地域の共同募金奉仕委員（行政区長）を中心に募金運動を展開し
ます。
　共同募金へのご協力は任意となっております。無理のない範囲でのご協力をお願い申し上げます。

赤い羽根共同募金の使いみち
地域福祉活動の活性化のために 子育て世代の支援のために 生活でお困りの方の支援のために 地震・台風等の災害ボランティア活動に

元気お達者教室への助成 フードバンク事業の実施 災害ボランティアセンターの運営エプロンおばさんと
遊ぼう広場の開設

社協だより5



新型コロナウイルス感染症の影響で生活にお悩みの方へ

まるごと受け止める社協の相談窓口
～ひとりで悩まず、気軽に相談を～

　「毎日の生活が不安」
「仕事のことで悩みがあ
る」「今後どうしたらい
いかわからない」等、ひ
とりで悩まず、まずは
ご相談ください。

　生活が苦しく、
その日の食べ物を
必要としている方
に食品等をお分け
する活動を行って
います。

開設日・場所
　　 9 月23日（水）・箟岳地域ケアセンター
　　10月28日（水）・ゆうらいふ
　　11月25日（水）・箟岳地域ケアセンター
時　間
　　13時から15時（予約不要）

　まずは、お住いの地域の民生委員児童委員や
涌谷町社会福祉協議会までご相談ください。
※ 「コープ東北サンネット事業連合」から食品等の寄

託を受け実施しています。外装が潰れてしまった
等の理由により提供された食品等ですが、品質に
は問題ありません。

日常生活で困りごとのある方へ その日の食べ物を必要としている方へ

生 活 相 談 所 フードバンク事業

生活費でお困りの方へ（生活資金の貸付のご案内）
緊急小口資金特例貸付 総合支援資金特例貸付

実施主体は、宮城県社会福祉協議会となります。
問い合わせ・申し込みは、涌谷町社会福祉協議会までご相談ください。

対　象　者：��新型コロナウイルス感染症の影響で収
入が減少し緊急・一時的な貸付が必要
な世帯

貸付限度額：200,000円以内
据 置 期 間：1年以内　償 還 期 間：2年以内
連帯保証人：不要　 　 貸 付 利 子：無利子

対　象　者：��新型コロナウイルス感染症の影響で収入
が減少し日常生活の維持が困難な世帯

貸付限度額：月200,000円以内（二人以上）
　　　　　　月150,000円以内（単身）
貸 付 期 間：原則3か月以内
据 置 期 間：1年以内　　償 還 期 間：10年以内
連帯保証人：不要　　　貸 付 利 子：無利子

　まずは、お住いの地域の民生委員児童委員や涌谷町社会福祉協議会までご相談ください。

生活安定資金 小口生活安定資金
対　象　者：低所得世帯等
貸付限度額：50,000円以内
　※特に必要と認めた場合は、70,000円以内
償 還 期 間：1年以内
連帯保証人：必要　　貸 付 利 子：無利子

対　象　者：��低所得世帯等で、特に緊急・一時的
援護が必要な世帯

貸付限度額：10,000円以内
償 還 期 間：2か月以内
連帯保証人：不要　　貸 付 利 子：無利子

その他、随時相談を受け付けております。お気軽にお問い合わせください。（平日9時〜17時）
問い合わせ先　☎43-6661（担当：地域支援係　草刈）　メールアドレス　mail20@wakuya-sfk.net
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お
知
ら
せ

　
左
記
の
と
お
り
感
染
予
防
対
策
を
行
い
な
が

ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇�

自
宅
等
で
の
検
温
を
お
願
い
し
ま
す
。
熱
が

あ
る
、
体
調
が
悪
い
場
合
は
参
加
を
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

〇�

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。（
２
歳

未
満
の
お
子
様
の
着
用
は
不
要
で
す
）

〇�

参
加
者
が
多
い
場
合
は
、
入
館
を
制
限
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇�

水
分
補
給
用
の
飲
み
物
、
タ
オ
ル
等
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

〇�

適
宜
換
気
を
行
い
ま
す
の
で
、
上
着
等
で
の

調
整
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇�

社
会
的
距
離
の
確
保
の
た
め
に
、
会
場
の
席

配
置
等
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
行

い
な
が
ら
社
協
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

未
就
学
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
、
自
由
遊
び
や
子
育
て
相
談
を
通
し

て
、
交
流
を
図
る
場
と
し
て
い
ま
す
。
参
加

費
・
申
込
不
要
で
す
。
多
く
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
毎
週
木
曜
（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　
10
時
～
11
時
30
分

※
当
面
の
間
、
涌
谷
町
在
住
の
方
の
み
の
参

加
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
場
所　
ゆ
う
ら
い
ふ
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
問
い
合
わ
せ
先　
☎
43
―
６
６
６
１

　
地
域
支
援
係
・
柴

子
育
て
支
援
事
業「
エ
プ
ロ
ン
お
ば
さ
ん

と
遊
ぼ
う
広
場
」を
開
催
し
て
い
ま
す

　

楽
し
く
脳
ト
レ
や
体
操
を
し
な
が
ら
、
皆

で
た
く
さ
ん
笑
い
あ
え
る
「
長
寿
お
達
者
教

室
」
に
参
加
し
て
、
ア
タ
マ
と
カ
ラ
ダ
、
そ

し
て
コ
コ
ロ
を
ほ
ぐ
し
、
元
気
を
保
ち
ま

し
ょ
う
！
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▽
場
所
、
日
程

　
①
ゆ
う
ら
い
ふ
／
９
月
２
日
、
10
月
７
日

　
②
涌
谷
公
民
館
／
９
月
16
日
、
10
月
14
日

▽
時
間　
10
時
～
11
時

▽�

持
ち
物　
運
動
し
や
す
い
服
装
、飲
み
物
、

マ
ス
ク
、
鉛
筆
等

▽
参
加
費　
１
０
０
円
（
事
前
申
込
不
要
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　
☎
43
―
６
６
６
１

　
地
域
支
援
係
・
山
田
、
三
塚

一
般
介
護
予
防
事
業「
長
寿
お
達
者
教

室
」を
開
催
し
て
い
ま
す

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
で

は
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通
し
て
地
域
に
お
け
る

見
守
り
活
動
の
担
い
手
を
増
や
し
、さ
り
げ
な

い
見
守
り
や
声
が
け
か
ら
お
互
い
に
気
に
か

け
あ
う
関
係
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

普
段
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
方
、

な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど

多
く
の
方
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時
・
内
容（
全
2
回
）

・
10
月
2
日　
10
時
～
12
時

　
実
技「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基
礎
を
学
ぼ
う
」

・
10
月
15
日　
13
時
30
分
～
15
時

　
講
義「
な
が
ら
見
守
り
の
コ
ツ
」

▽
場
所　
ゆ
う
ら
い
ふ

▽�

持
ち
物　

マ
ス
ク
、動
き
や
す
い
服
装
、�

運
動
靴
、タ
オ
ル
、帽
子
、飲
み
物
、雨
具

▽
定
員　
20
名

▽
申
込
締
切　
９
月
18
日
ま
で

▽
注
意
事
項

・
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
実
技
は
、
屋
外
を
歩
く
予
定
で
す
。

・��

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

よ
り
、
開
催
が
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
・
申
し
込
み
先

　
☎
43
―
６
６
６
１

　
地
域
支
援
係
・
山
田

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を

開
講
し
ま
す

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
社
会
参
加

の
場
を
求
め
て
い
る
方
や
心
身
に
障
が
い
の

あ
る
方
等
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
通
い
の
場

で
あ
り
、
課
外
活
動
や
創
意
的
活
動
の
機
会

等
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

見
学
・
体
験
、
い
つ
で
も
歓
迎
で
す
。
社

会
参
加
の
第
一
歩
と
し
て
、
ま
ず
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
営
業
日　
月
曜
～
金
曜
（
祝
祭
日
除
く
）

▽
営
業
時
間　
9
時
30
分
～
15
時

▽�

場
所　
ゆ
う
ら
い
ふ

▽
問
い
合
わ
せ
先　
☎
43
―
６
６
６
１

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
・
森

ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
れ
る
日
中
の
居
場
所

「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」か
ら
の
お

知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
便
乗
し

た
特
殊
詐
欺
が
全
国
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
個
人
情
報
や
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
、
暗
証
番
号
等
の
搾
取
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
を
名

乗
っ
て
、
家
族
構
成
等
を
し
つ
こ
く
聞
き
出

す
不
審
な
電
話
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
対
応

せ
ず
、
必
ず
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

不
審
な
電
話
や
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

介
護
予
防
出
前
事
業「
脳
力
ア
ッ
プ
倶
楽

部
」を
活
用
く
だ
さ
い

　

地
域
や
企
業
で
の
サ
ロ
ン
活
動
や
健
康
教

室
等
へ
社
協
職
員
が
お
伺
い
し
、
認
知
症
予

防
の
脳
ト
レ
や
講
話
等
を
行
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　
☎
43
―
６
６
６
１

　
地
域
支
援
係
・
山
田

（
６
月
25
日
か
ら
８
月
25
日
）

▽
寄
附
金

・
佐
々
木
隼
人　
様�

５
千
円

▽
寄
附
物
品

・
涌
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　
様

�

マ
ス
ク
２
千
枚
、
ア
ル
コ
ー
ル
60
ℓ

▽
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
の
た
め

・
匿
名　
様�

５
万
円

・
匿
名　
様�

食
品
16
点

心
温
ま
る
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

社協だより7



編
集
・
発
行

涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉

法
　
　
人

社
協
だ
よ
り

福
祉
わ
く
や

2020.9
第

141号
宮

城
県

遠
田

郡
涌

谷
町

涌
谷

字
新

下
町

浦
192番

地
涌

谷
町

高
齢

者
福

祉
複

合
施

設「
ゆ

う
ら

い
ふ

」内
TEL（

0229）43−
6661  FAX（

0229）43−
6670

E
-m

a
il:sh

a
k

y
o

@
w

a
k

u
y

a
-sfk

.n
e

t
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

http://w
w

w
.w

akuya-sfk.net/

〒
987-0121

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
あ
け
ぼ
の
会
」

【
朗
読
テ
ー
プ
の
貸
し
出
し
】

　

町
広
報
・
社
協
だ
よ
り
の

朗
読
テ
ー
プ
を
無
料
で
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。
視
覚
障
が

い
者
の
方
、
介
護
者
の
方
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

☎
43

−

６
６
６
１　

地
域
支
援
係

見守り活動のススメ
～“コロナでコリツ”を防止しよう！～

　新型コロナウイルス感染症の影響により、皆で集ったり、誰かと会って話す機会が少なくなり、孤立化が
進む危険性があります。これまでのつながりを切らさないように、見守り活動について考えてみましょう。

　日常生活を送りながら、さり気なく行う見守り活動です。例えば、散歩の途中にカーテンの開け閉めや
車の有無、郵便物が溜まっていないかなどをちょっとだけ意識してみる、ゴミ出しや買い物で偶然会った
ときに一言声をかけてみるなど、できそうなことから始めてみませんか？

　相手を思うからこそ、会わないという選択肢もあります。実際に顔を合わせなくても、つながる方法は
たくさん！お互いに気にかけ合うことが大切です。

　見守り活動の一環として、自分自身の状態や緊急時に連絡を取ってほしい人の情報などを記入して、自
宅内に掲示する「あんしんカード」の作成に取り組む行政区が増えています。各行政区に合った形を一緒に
考えますので、ぜひお気軽にご相談ください。

例）普段は誰に見られても大丈夫なように個人情報などが記載されていない面だけが見え、必要時に
裏返して情報を確認するタイプの「あんしんカード」です。

“ながら”見守りを意識しましょう。

直接会うことが難しい場合は、電話や手紙などを活用
しましょう。

もしものときの備え！「あんしんカード」を
活用しませんか？

取り組み増加中！

表 裏

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た

め
、今
年
の
お
盆
は
関
東
方
面
か

ら
の
帰
郷
を
諦
め
た
ご
家
族
が
多

く
、寂
し
い
夏
だ
っ
た
と
い
う
話

を
よ
く
聞
き
ま
し
た
。猛
暑
の

日
々
、皆
様
の
体
調
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

　

毎
日
、感
染
者
数
が
ニ
ュ
ー
ス

で
流
れ
て
い
る
中
、猛
暑
の
対
応

も
心
配
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。暑
い
中
の
マ
ス
ク
生
活
、大
変

で
す
ね
。買
い
物
に
し
て
も
旅
行

に
し
て
も
今
ま
で
の
生
活
と
は
違

っ
て
し
ま
い
、戸
惑
っ
て
い
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
号
に
は「
～
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、気
軽
に
相
談
を
～
」と
い
う

相
談
窓
口
の
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
。ご
活
用
く
だ
さ
い
。

�

広
報
委
員

編
集
後
記

社協だより 8


